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シーボーンアートの世界
このイベントの様子は
愛媛CATVの動画でも
ご覧いただけます
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特
集
海
か
ら
の
贈
り
物

　

シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
の
世
界

― 

シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
と
の
出
会
い 

―

　
「
初
め
て
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
の
ラ
ン

プ
シ
ェ
ー
ド
を
見
た
と
き
の
感
動

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
間
さ
ん

（
N
P
O
法
人
日
本

渚
の
美
術
協
会　

代

表
）
が
持
っ
て
き
た

作
品
は
、
大
き
な
ヒ

オ
ウ
ギ
貝
を
使
っ
た

と
て
も
素
朴
な
作
品

だ
っ
た
の
で
す
が
、

灯
り
を
付
け
た
瞬

間
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
っ

て
こ
ん
な
に
き
れ
い

な
ん
だ
、
と
思
い
ま

し
た
」。
シ
ー
ボ
ー

ン
ア
ー
ト
愛
南
教
室

で
代
表
を
務
め
る
大

石
博ひ

ろ

美み

さ
ん
（
魚
神

山
）
は
、初
め
て
シ
ー

ボ
ー
ン
ア
ー
ト
に
出

会
っ
た
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
こ
う
話

し
ま
す
。

― 

愛
南
教
室
の
活
動 

―

　

ゆ
ら
り
内
海
の
2
階
に
あ
る
工
房

で
は
、
シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
愛
南
教

室
が
月
に
2
回
、
定
期
教
室
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
講
師
を
務
め
る
大
石

さ
ん
と
酒
井
や
よ
み
さ
ん（
魚
神
山
）

の
ほ
か
、
な
じ
み
の
メ
ン
バ
ー
も
含

め
て
総
勢
10
名
程
度
が
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で
い

ま
す
。

作品づくりの手を止めて話をする大石さん
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和やかな雰囲気の中で作品づくりが行われている

― 

き
っ
か
け
に
つ
い
て 

―

　

二
人
が
シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
に
出

会
っ
た
の
は
、
旧
内
海
村
時
代
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
村
の
基
幹
産
業
で

あ
っ
た
真
珠
産
業
に
異
変
が
起
き
、

ア
コ
ヤ
貝
の
大
量
へ
い
死
が
発
生
し

ま
す
。
ア
コ
ヤ
貝
の
他
に
も
何
か
な

い
だ
ろ
う
か
と
調
査
し
て
い
た
村
の

職
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
の
が
シ
ー

ボ
ー
ン
ア
ー
ト
で
し
た
。
本
間
さ
ん

を
村
に
招
き
、
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
に
本
間
さ
ん
は
、
事

前
に
届
け
ら
れ
た
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
を
用

い
て
作
品
を
制
作
し
て
き
た
の
で
す
。

― 

作
品
づ
く
り
の
魅
力 

―

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取

得
し
た
大
石
さ
ん
と
酒
井
さ
ん
は
、

平
成
18
年
に
愛
南
教
室
を
開
講
し
ま

す
。
四
国
で
唯
一
の
教
室
と
し
て
、

現
在
に
至
る
ま
で
精
力
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
愛
南
教
室
の
特
徴
は
、

何
と
言
っ
て
も
地
元
の
特
産
品
で
あ

る
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
を
用
い
た
作
品
が
数

多
く
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。「
同

じ
材
料
を
使
っ
て
も
、
で
き
あ
が

る
作
品
は
全
然
違
う
ん
で
す
。
人
と

は
違
う
、
自
分
だ
け
の
作
品
が
で
き

る
。
そ
れ
が
作
品
づ
く
り
の
魅
力
で

す
」。
講
師
を
務
め
る
酒
井
さ
ん
は
、

作
品
づ
く
り
の
魅
力
を
こ
う
説
明
し

ま
す
。

中学生に作品づくりを教える酒井さん（写真奥）

作品づくりに用いられるヒオウギ貝

県立南宇和病院での展示のようす
（平成28年 2月）

特集
― 海からの贈り物 ―

シーボーンアートの世界
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も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

自
身
が
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
の
生
産
者
な
の

で
、
美
味
し
く
て
見
た
目
も
き
れ
い

な
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
を
、
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
」。

― 

今
後
の
展
望
に
つ
い
て 

―

　

二
人
と
も
仕
事
を
し
な
が
ら
の
活

動
の
た
め
、
時
間
を
確
保
す
る
の
が

教室のメンバーによる海岸清掃

大
変
で
す
。
そ
れ
で
も
年
に
1
回
は

教
室
の
メ
ン
バ
ー
で
集
ま
っ
て
海
岸

清
掃
を
行
う
ほ
か
、
他
の
団
体
が
主

催
す
る
清
掃
活
動
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
生
活
の
中
で
で
き
る
こ

と
や
、
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

無
理
を
せ
ず
楽
し
く
続
け
た
い
。

作品づくりを行う松本さん

　

昨
年
の
1
月
か
ら
教
室
に
通
い

始
め
た
と
い
う
松
本
明あ

き

子こ

さ
ん

（
御
荘
平
城
）。
友
人
が
退
職
す
る

の
を
機
に
、
シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト

の
作
品
を
作
り
、
退
職
祝
い
と
し

て
贈
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

作
品
づ
く
り
に
目
覚
め
た
そ
う
で

す
。「
自
分
で
図
案
を
考
え
た
り
、

配
色
し
た
り
す
る
の
が
楽
し
い
で

す
。
作
品
を
贈
っ
た
友
人
に
も
、

と
て
も
き
れ
い
だ
ね
と
喜
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
」。
そ
う
喜
び
を
語

る
松
本
さ
ん
は
、
教
室
に
通
い
始

め
て
か
ら
一
つ
目
の
作
品
を
完
成

さ
せ
、
現
在
は
二
作
目
の
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

― 

作
品
展
に
つ
い
て 

―

　

愛
南
教
室
で
は
、
年
に
2
〜
3
回

の
ペ
ー
ス
で
作
品
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
そ
の
目
的
は
、
自
分
た
ち
の

作
品
を
見
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
い

と
大
石
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
展
示

会
を
開
く
と
き
は
、
愛
南
町
の
ヒ
オ

ウ
ギ
貝
を
用
い
た
作
品
を
見
て
も
ら

う
こ
と
で
、
海
も
あ
り
山
も
あ
る
自

然
豊
か
な
愛
南
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
本
来
の
活
動
理

念
は
環
境
美
化
で
す
。
愛
南
教
室
は

ヒ
オ
ウ
ギ
貝
を
用
い
た
作
品
づ
く
り

が
主
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理

念
を
忘
れ
ず
、
自
分
た
ち
の
で
き
る

範
囲
で
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」。

大
石
さ
ん
は
今
後
の
展
望
を
そ
う
話

し
ま
し
た
。

― 海からの贈り物 ―

シーボーンアートの世界

特集

海岸清掃で作品づくりの
材料が見つかることも
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― 

シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
と
は 

―

　
〝
海
か
ら
生
ま
れ
た
美
術
〞
と

い
う
意
味
で
、
海
岸
に
流
れ
着
い海藻を使った作品（大石さん作）

講
　
　
師　

大
石 

博ひ
ろ

美み

　
　
　
　
　

酒
井 

や
よ
み

活
動
場
所　

ゆ
ら
り
内
海

定
期
教
室　

毎
月
第
2
・
第
4
日
曜
日

　
　
　
　
　

13
時
か
ら
16
時
ま
で

体
験
内
容　

要
問
合
せ

　
　
　
　
　
（
一
日
体
験
も
可
能
）

問
合
せ　

ゆ
ら
り
内
海

　
　
　
　
　

☎
8
5
‐
1
1
5
5

一日体験向けのフォトフレームやペットボトルランプ

特集
― 海からの贈り物 ―

シーボーンアートの世界

シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
愛
南
教
室

た
ガ
ラ
ス
や
貝
殻
、
流
木
、
海
藻

な
ど
の
漂
着
物
を
海
か
ら
の
贈
り

物
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ら
を
利
用

し
て
制
作
す
る
美
術
作
品
の
こ
と

で
す
。
作
品
に
は
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
マ
リ
ン

グ
ラ
ス
、
海
藻
ア
ー
ト
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
海
岸
に
出
向
い
て
清
掃

活
動
な
ど
を
行
い
、
拾
っ
た
ゴ
ミ

の
中
か
ら
作
品
づ
く
り
に
用
い
る

こ
と
の
で
き
る
ガ
ラ
ス
や
貝
殻
な

ど
が
あ
れ
ば
利
用
し
ま
す
。
海
の

恵
み
に
感
謝
し
、
環
境
美
化
を
意

識
し
た
活
動
が
理
念
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

地
球
の
表
面
積
の
約
7
割
を
占
め
る

海
が
、
最
近
チ
ョ
ッ
ト
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
原
因
は
様
々

で
す
が
、
私
た
ち
人
間
が
排
出
す
る
生

活
排
水
や
ゴ
ミ
等
が
、
原
因
に
な
っ
て

い
る
感
が
否
め
ま
せ
ん
。

　

海
岸
に
は
い
ろ
い
ろ
な
物
が
漂
着
物

と
し
て
た
ど
り
着
き
ま
す
。
私
た
ち
は

海
岸
清
掃
活
動
で
収
集
し
た
ゴ
ミ
は
回

収
ル
ー
ト
に
の
せ
、
き
れ
い
な
貝
殻
や

海
藻
な
ど
は
「
海
か
ら
の
贈
り
物
」
と

し
て
持
ち
帰
り
、
ア
ー
ト
作
品
に
仕
上

げ
て
新
た
な
命
を
吹
き
込
み
ま
す
。

　
「
海
か
ら
生
ま
れ
た
美
術
」
な
の
で
、

S
ea
 B
o
rn
 A
rt

（
シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー

ト
）
と
名
付
け
、
２
０
０
０
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
０
４
年
に
旧
内
海
村

の
水
産
農
林
課
様
よ
り
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
の

貝
殻
活
用
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
送

ら
れ
て
き
た
実
物
を
見
て
、
素
敵
な
色

合
い
に
心
打
た
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て

い
ま
す
。ヒ
オ
ウ
ギ
貝
と
の
出
逢
い
は
、

こ
こ
を
原
点
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
の
世
界
に
綺

麗
な
色
が
加
わ

り
、
作
品
の
幅

も
増
え
て
会
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

頂
い
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
開
催
さ
れ
る
ア
ー
ト
展

で
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
作
品
が
発
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
貝
の
広
報
に
大
き

な
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

皆
様
に
も
海
に
行
き
海
浜
環
境
の

現
状
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
ヒ

オ
ウ
ギ
貝
を
始
め
と
す
る
「
海
か
ら

の
贈
り
物
」
を
拾
い
集
め
作
品
を
作
っ

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
出
来
た
作

品
の
数
だ
け
海
が
き
れ
い
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
「
拾
う
」
↓
「
作
る
」
↓
「
見

せ
る
」
の
一
連
の
活
動
を
通
じ
、
海

に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
を
育
み
な

が
ら
、
美
し
い
海
を
次
世
代
の
子
ど

も
た
ち
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

愛
南
教
室
の
頼
も
し
い
素
敵
な
仲

間
た
ち
か
ら
生
ま
れ
る
ヒ
オ
ウ
ギ
貝

の
作
品
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
渚
の
美
術
協
会

　
代
表

　
本
間 

清
き
よ
し

美
し
い
海
を
未
来
に
！

海
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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あ
ん
な
こ
と
や
、
こ
ん
な
こ
と 

― 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
コ
ミ
ュ

　10月 4日は陶器の日らしい。陶の

10はいいとして、器がなぜ4なのだ

ろう。その理由は後で調べることにし

て、今回は「砂茶碗」と呼ばれている、

海底のオブジェを紹介したい。

　夏に砂地に潜ると、クルクルと巻か

れた、リボンがあちらこちらに落ちて

いる。強く握ると崩れてしまうが、そっ

と持ち上げることができる。実はこの

中に、ツメタガイの卵がたくさん入っ

ている。どのようにして、この形を作

り上げるのか、いつも不思議に思う。

　ツメタガイを知らない人がほとん

どだろう。しかし、砂浜で小さな穴の

空いた貝を拾った方は多いのではな

いだろうか。ペンダントにするのに

ちょうどよい丸い穴は、ツメタガイが

貝の中身を食べるためにあけた穴で

ある。

　現代美術のようなオブジェを作り

上げる砂の芸術家は、今話題の肉食系

女子のようである。

（撮影地 :瀬ノ浜） 

愛南サンゴを守る会 西尾知
ともてる

照

本日!海日和!!  vol.71
「誰が作ったの ?砂のオブジェ」

ツメタガイの卵

8/

25
花壇管理の功績に対して
道路功労者表彰を受けました

　長年にわたる道路沿いの花壇管理の功績に対して、
町内5団体が国土交通省などから道路功労者表彰を受
けました。
　一本松中学校は、中川地区の花壇で行っている花植
えや草引きなどの活動が評価され、国土交通大臣表彰
を受賞しました。今回、四国内で同賞を受賞したのは
3団体のみです。
　代表で表彰状を受彰した三年生の磯

いそ

邉
べ

朋
ほの

花
か

さんは
「花を植えた後、花壇がきれいになって一本松がとて
も良い地域だと思える」とやりがいを話し、同じく三
年生の小松真

ま

子
こ

さんは「すぐ草が生えるので集中して
素早く引いている。先生や地域の人からほめてもらっ
たときが嬉しい」と苦労とともに喜びを語りました。

町内で表彰を受けた団体は以下のとおり
国土交通大臣表彰
　一本松中学校（活動場所：中川地区の花壇）
日本道路協会長表彰
　若宮会（活動場所：増田地区の花壇）
　レインボー一本松 花部会（活動場所：広見地区の花壇）
四国地方整備局長表彰
　ワイズ（活動場所：中川地区の店舗前花壇）
　菊川フラワークラブ（活動場所：菊川地区の花壇）

写真左から磯邉さん、小松さん
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8/

31 町内唯一のボウリング場が営業休止
　愛南町で唯一のボウリング場として44年間に
渡って住民に親しまれてきた「ボウルサンパール」
が施設の老朽化や利用者の減少を理由に8月末で
営業を休止しました。
　「ボウルサンパール」は昭和47年に「娯楽のない
地域に健全な娯楽を提供する」ことを掲げて開業。
昭和48、49年のピーク時には競技ブームに乗って
年間2万人を超える利用客で賑わいました。近年は
人口の減少などから利用客が減っていましたが、四
国西南地域で唯一のボウリング場として、宇和島市
や四万十市などから通う愛好家もいました。
　営業最終日の31日には最後の一投を楽しもう
と大勢の親子連れらが訪れました。家族と共に訪

れた中田絢
あや

子
こ

さん（船越）は「高校生の頃よく来て
いた。無くなるのはやっぱり寂しい」と話しました。
　運営するサンパール観光の岡田治

おさむ

支配人は「長
年利用していただいた多くの方々に心から感謝し
たい」と話しました。なお、併設のホテルとレス
トランは営業を継続しています。

9/

12 カットボランティアで地域貢献

8/

28
夏の夕べを子どもたちと一緒に
中浦納涼祭

　旧中浦小学校で中浦納涼祭（同実行委員会主
催）が行われました。会場には焼きそば、焼き
鳥、綿菓子などに加え、金魚すくいやヨーヨー
釣りも出店され、親子連れらが夏休み最後の日
曜日を楽しみました。
　フィナーレには花火が上がり、訪れた人たち
を楽しませていました。 

　南宇和理容美容組合（代表 吉村則
のり

男
お

さん）では、
敬老の日を前に、町内6か所の老人福祉施設でカッ
トボランティアを行いました。この活動は、理美
容師が仕事を通じて地域社会に貢献したいとの思
いで続けられています。

　吉村代表は「できることから少しずつをテーマ
に、組合のメンバーがいつも快く参加してくれて
いることが、今日まで継続できている原点ではな
いか」と話されました。また、カットしてもらっ
た入所者からは「髪を切ってもらって、気持ちも
健康になったよう」と喜びの声があがりました。

【参加された方々（敬称略、順不同）】
大西加

か

代
よ

子
こ

、幸
こう

田
だ

達
たつんど

人、久德耕
こう

一
いち

、円城寺正
ただ

敏
とし

、
本多計

かず

章
ふみ

、立花昌
まさ

実
み

、岩井安
やす

美
み

、猪野房
ふさ

子
こ

、
稲田りえ、菊池高

たか

幸
ゆき

、山中知
とも

雄
お

、吉田浩
ひろ

史
ふみ

、
鎌田順

じゅんこ

子、立石和
かず

子
こ

、船平丘
たか

子
こ

、谷口ヒロ子
こ

、
宇都宮悦

えつ

、宇都宮典
のり

子
こ

、宇都宮真
ま

樹
き

、吉村則
のり

男
お

、
髙橋祐

ゆう

樹
き

、山本一
かず

成
なり

、宮本節
せつ

子
こ

、二宮ふさ美
み

、
藪下勝

かつ

美
み

、末弘信
し

乃
の



p8広報あいなん 2016.10

　おれおれ詐欺や還付金詐欺などの特殊詐欺被害を防
ぐことを目的に、あいなんバスに掲示する啓発用ポス
ターが愛南警察署から贈呈されました。
　町内において予兆電話が相次いでいる現状を受け、
山田昭

あき

人
と

愛南警察署長と清水雅
まさ

文
ふみ

町長は、安全安心な
明るい町づくりに向けて今後も更に連携を強め、特殊
詐欺被害の防止に努めていくことを確認しました。

9/

13 特殊詐欺被害防止に役立てて

　柏崎地区で海の安全と地区の繁栄を願
う漁止祭り（柏崎地区自治会主催）が行
われました。
　今年は、地区の氏神である岩神社が建
て替え工事中のため、集会所で神事を
行ったあと大人が担ぐ神輿と子ども神輿
が地区を練り歩きました。
　盛大にもちまきが行われた後、漁船所
有者のくじ引きが行われ、当選者には岩
神社、由良神社、龍王神社のそれぞれの
神社名を書いた幟とお神酒が渡されまし
た。当選者は海に飛び込んで身を清める
と、その幟を船首に立てて海上パレード
へ加わりました。
　高川一

かず

幸
ゆき

自治会長は「来年には神社も
新しくなる。みんなで祭りを盛り上げて
いきたい」と話しました。

9/

12
海の安全願い
漁止祭り

柏崎岩
いわ

神社漁止祭り
　享和三年（1803年）に柏崎のカツオ一本釣り船が出漁中に鯨の群れに

出会って転覆しそうになった際、漁師たちが氏神である岩神社に一心に祈

り「8月12日には絶対に漁に出ないから無事に帰らせてほしい」と願を

かけた。すると波が穏やかになって無事に帰ることができた。以来、柏崎

の漁師は8月12日はどんなことがあっても漁に出ないことを申し合わ

せ、氏神様へのお礼に麻糸を紡いで織りあげた幟旗を奉納したことにはじ

まる。今では柏崎地区全体の祭りとして旧暦8月12日に開催されている。

　㈶自治総合センターの「平成28年度コミュニティ助成事
業」の補助を受け、下久家地区自治会（西海）の盆踊りで使
用する宮太鼓と太鼓台が新調されました。
　この事業は、『宝くじの普及広報事業』として自治総合セ
ンターが受け入れた宝くじ収益金を財源として、住民が自主
的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基
づく自治意識を盛り上げることをめざすもので、コミュニ
ティ活動に直接必要な施設又は設備の整備を行っています。

8/

12
「宝くじ助成事業」で
宮太鼓等を整備しました
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

実質公債比率の推移

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

16.9 16.4 15.2 13.8
12.8 11.0

9.5 7.5
12.1

％

平成
19年度

愛南町
早期健全化基準
財政再生基準

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
23年度

将来負担比率の推移

119.2
98.7 75.8

45.7 34.1 22.9 15.3 14.052.3

400.0

350.0

300.0

250.0

200.0

150.0

100.0

50.0

0.0

％

平成
19年度

愛南町
早期健全化基準

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
24年度

◎指標の推移は、次のとおりです

健全化判断比率(4つの指標)は、次のとおりです

愛南町 実質赤字比率（％） 連結実質赤字比率（％） 実質公債費比率（％） 将来負担比率（％）

平成27年度決算 － －   7.5 14.0

平成26年度決算 － －   9.5 15.3

平成25年度決算 － － 11.0 22.9

平成24年度決算 － － 12.1 34.1

早期健全化基準 13.26 18.26 25.0 350.0 

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

　愛南町の指標の数値が、早期健全化基準や財政再生基準を1つでも上回れば、財政健全化計画の策定が義務付けら
れたり、地方債の起債が制限されたりするようになります。

　町の財政状況は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、次の財政指標で判断されるこ

ととなっています。この法律は、地方公共団体の財政の健全性に関する比率の公表制度を設け、早期

の段階で財政の規律強化を図ることを目的としており、今までの普通会計のみならず、特別会計や一

部事務組合、第三セクターなども対象としています。

◎４つの指標の内容は、次のとおりです

実 質 赤 字 比 率

　実質収支（赤字の場合）の標準財政規模に対する割合で、黒字であれば実質赤字比率はなしと
考えます。
　※実質収支とは、歳入と歳出の差引額から翌年度に繰り越すべき財源（繰越明許費等）を控除
したものです。

連結実質赤字比率 　全会計を対象とした実質赤字（又は資金不足額）の標準財政規模に対する比率をいいます。

実 質 公 債 費 比 率
　一般会計等が負担する地方債の元利償還金に加え、特別会計や一部事務組合などへの公債費
のための繰出金・補助金等（準元利償還金）も含めた実質的な公債費の標準財政規模（元利償還
金等に係る基準財政需要額算入額を除く。）に対する比率（3か年平均）をいいます。

将 来 負 担 比 率
　地方債現在高や退職手当の負担見込額、第三セクター等に対する債務負担見込額など、一般
会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模（元利償還金等に係る基準財政需要額算
入額を除く。）に対する比率をいいます。

※標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の総額(規模)です。
　なお、愛南町における平成27年度の標準財政規模（臨時財政対策債を含む。）は、104億3,005万8千円です。

愛南町の平成27年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体

　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す

　

10
月
22
日
㈯
、
23
日
㈰
の
両
日
、

あ
け
ぼ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

え
ひ
め
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と

な
る
「
第
52
回
全
国
社
会
人
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
地
域
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
32
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、
愛
媛
県
か
ら
は
Ｆ
Ｃ
今

治
が
出
場
し
ま
す
。
本
町
で
の
試
合

予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、当
日
は
会
場
に
お
い
て「
愛

南
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
」の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
、焼

き
そ
ば
と
ば
ら
寿
司
の
販
売
も
予
定

し
て
い
ま
す
。将
来
の
Ｊ
リ
ー
グ
入

指
定
管
理
者
の
募
集
に
つ
い
て

り
を
狙
う
チ
ー
ム
の
熱
戦
を
ぜ
ひ
会
場
で
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。（
入
場
無
料
）

22
日　

１
回
戦
２
試
合

【
第
１
試
合
】（
10
時
開
始
）

　

富
山
新
庄
ク
ラ
ブ（
富
山
県
）対
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
み
ら
い（
茨
城
県
）

【
第
２
試
合
】（
12
時
20
分
開
始
）

　

高
知
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｓ
Ｃ（
高
知
県
）対
三
菱
水
島
Ｆ
Ｃ（
岡
山
県
）

23
日　

２
回
戦
１
試
合
（
11
時
開
始
）

　

新
日
鐵
住
金
室
蘭（
北
海
道
）対
新
日
鐵
住
金
大
分（
大
分
県
）の
勝
者
対
松
江

シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ（
島
根
県
）対
Ｆ
Ｃ
ガ
ン
ジ
ュ
岩
手（
岩
手
県
）の
勝
者

※
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
期
間
中（
21
日
〜
23
日
）は
、「
あ
け
ぼ
の
公
園（
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
含
む
）」
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
か
ら

総
務
課
か
ら

　

平
成
29
年
３
月
末
を
も
っ
て
指
定

管
理
期
間
が
満
了
と
な
る
次
の
施

設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
締
切

　

10
月
31
日
㈪

　

応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
団

体
に
限
ら
れ
ま
す
。
申
請
様
式
等

は
、
総
務
課
又
は
商
工
観
光
課
で
配

布
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

■ゆらり内海（須ノ川286番地）

申
請
書
の
提
出
先

　

愛
南
町
役
場
総
務
課
又
は
商
工
観

光
課

指
定
管
理
者
の
決
定

　

指
定
管
理
者
の
選
定
は
、
愛
南
町

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
選
定
基

準
に
基
づ
き
総
合
的
に
判
断
を
行
い

候
補
者
を
選
定
し
、
議
会
の
議
決
を

経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

　

総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１

　

商
工
観
光
課 

℡
７
２
―

７
３
１
５■山出憩いの里温泉（緑乙4082番地1）
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福
祉
住
宅
の
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

消
防
職
員
意
見
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

意見を発表する成宮拓
たく

洋
ひろ

消防士

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
。

⑴
愛
南
町
内
に
引
き
続
き
２
年
以
上

住
所
を
有
す
る
こ
と
。

⑵
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

⑶
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
70
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

⑷
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
20
歳
以
上

の
同
居
者
の
い
る
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

⑸
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
身
体
上

の
障
害
が
１
級
若
し
く
は
２
級
の
者

で
あ
る
こ
と
。

⑹
自
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

⑺
入
居
申
込
者
全
員
に
町
税
等
の
滞

納
が
な
い
こ
と
。

⑻
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
全
員
が
暴

力
団
員（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条

第
６
号
の
規
定
に
よ
る
）で
な
い
こ
と
。

⑼
入
居
者
の
人
数
は
、
２
人
程
度
の

世
帯
で
あ
る
こ
と
。

申
込
み　

愛
南
町
役
場
保
健
福
祉
課

又
は
各
支
所
で
入
居
の
申
込
手
続
き

が
行
え
ま
す
。

問
合
せ　

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

洋室

K3

K4

便所

玄関
ホール

押入 押入

1号室
ＬＤＫ

（バリアフリー住戸）
和室6帖

スロープテラス

浴室 洗面

癒
し
の
里 

四
国
の
道
を
歩
こ
う

「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海 

あ
い
な
ん
」の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

松
尾
坂
へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

（
宿
毛
市
野
球
場
〜

観
自
在
寺 

ほ
か
２
コ
ー
ス
） 

•
11
月
19
日
㈯　

８
時
30
分
〜

　
（
総
合
開
会
式 

御
荘
文
化
セ
ン

タ
ー
）

柏
坂
へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

（
愛
南
町
柏
〜

宇
和
島
市
津
島
町
畑
地「
風
園
」）

•
11
月
20
日
㈰　

８
時
20
分
〜

　
（
開
会
式　

DE
・
あ
・
い
・
21
）

※
両
日
と
も
雨
天
決
行（
荒
天
中
止
）

参
加
料　

５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
無
料
）、弁
当
・
飲

み
物
・
雨
具
等
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
あ
い
な
ん

実
行
委
員
会
事
務
局 

内
海
公
民
館 

℡
８
５
―

１
０
２
１

保
健
福
祉
課
か
ら

消
防
本
部
か
ら

　

消
防
職
員
が
業
務
に
対
す
る
提
言

や
取
り
組
ん
だ
課
題
等
に
つ
い
て
発

表
し
、
消
防
業
務
の
諸
問
題
に
関
す

る
よ
り
一
層
の
知
識
の
研
さ
ん
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
消
防
職
員

意
見
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
に
愛
南
町
消
防
署
で
行

わ
れ
た
意
見
発
表
会
で
は
、
土
居
秀ひ
で

人と

消
防
士
ほ
か
４
名
が
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
率
向
上
を
推
進
す

る
た
め
の
取
組
や
、
地
域
の
消
防
団

と
の
連
携
に
よ
る
災
害
対
応
力
向
上

の
重
要
性
等
に
つ
い
て
意
見
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
福
祉

住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

福
祉
住
宅
の
概
要

⑴
住
宅
名
称

　

愛
南
町
城
辺
ふ
れ
あ
い
住
宅

⑵
部
屋
番
号　

１
号
室

⑶
所
在
地

　

愛
南
町
城
辺
甲
２
３
６
６
番
地

⑷
構
造　

木
造
２
階
建
59
・
16
㎡

⑸
間
取
り　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

⑹
月
額
家
賃　

２
９
，０
０
０
円 

⑺
入
居
に
は
、連
帯
保
証
人
が
２
名

必
要
に
な
り
、敷
金
は
、月
額
家
賃
の

３
か
月
分
、共
益
費
は
別
途
必
要
で

す
。な
お
、入
居
ま
で
多
少
時
間
の
か

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　

10
月
７
日
㈮
〜
18
日
㈫

入
居
者
資
格

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
成
宮
拓た

く

洋ひ
ろ

消
防
士
は
、
11
月
に
八
幡
浜
市
で
開

催
さ
れ
る
愛
媛
県
消
防
長
会
消
防
職

員
意
見
発
表
会
に
出
場
し
ま
す
。

内
海
公
民
館
か
ら
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

行
政
相
談
週
間
と
特
設
行
政
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、10
月
17
日
㈪
か
ら

23
日
㈰
ま
で
の
一
週
間
を
「
行
政
相

談
週
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
各
種

行
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
総
務
省
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
行
政
相
談
委
員
と
愛
媛
行
政
評

価
事
務
所
の
担
当
者
が
次
の
と
お
り

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
12
日
㈬
13
時
〜
15
時

場
所　

城
の
辺
学
習
館

　

８
月
21
日
㈰
、
御
荘
夢
創
造
館

で
、
え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
ス
タ
ッ
フ

と
シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
愛
南
教
室
大

石
博ひ
ろ

美み

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、シ
ー

ボ
ー
ン
ア
ー
ト
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

19
名
が
参
加
し
、貝
が
ら
や
流
木
、

シ
ー
グ
ラ
ス
な
ど
を
自
由
な
発
想
で

ボ
ー
ド
に
貼
り
付
け
て
い
き
ま
し

た
。花
火
や
魚
、人
の
顔
を
表
現
し
た

作
品
な
ど
、ど
れ
も
表
現
豊
か
で
素

敵
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

自
由
な
発
想
で
シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
体
験

相
談
例　

年
金
、
医
療
保
険
、
社
会

福
祉
、
生
活
衛
生
、
雇
用
・
労
災
保

険
、
登
記
、
交
通
安
全
な
ど

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

【
愛
南
町
の
行
政
相
談
委
員
】

　

木
谷　

貞さ
だ

捷か
つ（
柏
）

　

坂
尾　

英え
い

治じ
（
御
荘
和
口
）

　

黒
澤　

民た
み

彦ひ
こ（
城
辺
甲
）

　

宮
下　

建た
て

夫お
（
小
山
）

　

山
岡　

島し
ま

子こ
（
船
越
）

問
合
せ

　

総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１

予
防
接
種
で
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

今
回
制
作
さ
れ
た
作
品
は
、
10
月

９
日
㈰
か
ら
11
月
６
日
㈰
ま
で
、
松

山
市
の
え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
で
開
催

さ
れ
る
「
え
ひ
め
愛
顔
の
子
ど
も
芸

術
祭
」
に

出
品
し
ま

す
。

総
務
課
か
ら

御
荘
夢
創
造
館
か
ら

　

こ
れ
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
時
期
と
な
り
ま
す
。
感
染

予
防
に
は
、

①
人
ご
み
に
近
づ
か
な
い

②
手
洗
い

③
う
が
い

④
マ
ス
ク
の
着
用

が
基
本
で
す
。
ま
た
、
予
防
接
種
が

有
効
で
す
。
接
種
後
、
ワ
ク
チ
ン
の

免
疫
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
週
間
ほ

ど
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
接
種

を
し
ま
し
ょ
う
。

  

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　
　

 

予
防
接
種
事
業

対
象
者

・
65
歳
以
上
の
方

・
60
〜
64
歳
ま
で
で
病
気
に
よ
り
身

の
周
り
の
生
活
が
極
度
に
制
限
の
あ

る
方（
病
気
等
を
証
明
す
る
障
害
者

手
帳
や
主
治
医
の
指
示
書
が
必
要
で

す
）

接
種
期
間

　

10
月
15
日
㈯
〜
12
月
31
日
㈯

接
種
料
金

　

無
料(
た
だ
し
、
事
前
に
申
込
み

が
必
要
で
す
。
下
記
問
合
せ
先
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

保
健
福
祉
課
か
ら

  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　

 

予
防
接
種
費
用
補
助
事
業

対
象
者

　

愛
南
町
に
住
所
の
あ
る
６
か
月
以

上
64
歳
以
下
の
方

補
助
額

　

接
種
料
金
実
費
負
担
額
の
う
ち
上

限
１
，０
０
０
円
を
補
助

申
請
方
法

　

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
城
辺
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
役
場
保
健
福
祉

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

（
申
請
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

②
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書

（
接
種
者
氏
名
・
接
種
日
・
予
防
接

種
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

③
印
鑑

④
振
込
口
座
の
わ
か
る
通
帳
な
ど

申
請
期
限　

予
防
接
種
を
受
け
た
日

か
ら
１
年
以
内

問
合
せ　

　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

℡
７
３
―

７
４
０
０

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２
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納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生

年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

28
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら

れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の

年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で

は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族（
お
子

様
等
）の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の

保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
中
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き

に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の

で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成
28
年
10

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の

２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故

な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方

と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

町
民
課
℡
７
２
―

７
３
０
０

愛
南
は
つ
ら
つ
口
腔
体
操
が
完
成
し
ま
し
た

　

愛
南
は
つ
ら
つ
口
腔
体
操
製
作
委

員
会
で
は
、
口
腔
体
操
を
通
じ
て
高

齢
者
に
健
康
で
元
気
に
過
ご
し
て
も

ら
お
う
と
、
「
愛
南
は
つ
ら
つ
口
腔

体
操
」
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
、
愛
南
町
社
会
福
祉

協
議
会
通
所
介
護
事
業
所（
船
越
）に

て
、
日
頃
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
14
名
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
早
口
言

葉
な
ど
の
口
腔
体
操
を
指
導
し
、
そ

の
後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
歯
科
医
の

浅
海
裕ひ
ろ

紀き

さ
ん
は
「
色
ん
な
種
類
の

口
腔
体
操
が
あ
る
が
、
愛
南
町
ら
し

さ
を
出
し
た
口
腔
体
操
を
作
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
製
作
し
た
。
世
代
を
超

え
て
楽
し
み
な
が
ら
実
践
し
て
い
た

だ
き
、
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
で
体

も
健
康
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

製
作
意
図
を
話
し
ま
し
た
。

こ
の
口
腔
体
操
は
町
内
の
ケ
ー
ブ

説明しながら実践する実行委員会の吉田
ひとし

人さん

ル
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
７
２
―

７
３
２
５

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
７
３
―

７
４
０
０

日
時　

10
月
26
日
㈬　

18
時
30
分
〜

場
所　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館

対
象
者　

20
〜
64
歳
ま
で
の
男
女

種
目　

握
力
、
反
復
横
跳
び
、
20
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン（
往
復
持
久
走
）な
ど

問
合
せ　

生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
２

体
力
・
運
動
能
力
調
査
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

町
民
課
か
ら

今
月
の
社
会
保
険
・

年
金
一
日
相
談（
予
約
制
）

○
10
月
18
日
㈫

10
時
〜
15
時
30
分

　

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

電
話
受
付
対
応
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

生
涯
学
習
課
か
ら
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

　

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
宇
和
島
自
動
車
㈱
に
よ
る
『
循
環
バ
ス
』
を
運
行

し
ま
す
。

公
共
交
通
の
社
会
実
験
を
行
い
ま
す

問
合
せ　

　

宇
和
島
自
動
車
㈱
城
辺
営
業
所 

℡
７
２
―

０
７
７
２

　

愛
南
町
役
場 
総
務
課 

交
通
係  

℡
７
２
―

１
２
１
１

■時刻表
循環バス 内回り 外回り 内回り 外回り 内回り 外回り

城辺営業所 発 7：40 10：55 14：55
南宇和病院 発 7：42 10：57 14：57
緑新鮮市前 発 7：46 11：01 15：01
長月公民館前 発 7：51 11：06 15：06
御荘B&G前 発 7：57 11：12 15：12
御荘MIC前 発 8：00 11：15 15：15
しんばし前 発 8：07 11：22 15：22
城辺営業所 着 8：15 11：30 15：30

城辺営業所 発   9：50 13：00 17：00
南宇和病院 発   9：52 13：02 17：02
しんばし前 発   9：58 13：08 17：08
御荘MIC前 発 10：05 13：15 17：15
御荘B&G前 発 10：08 13：18 17：18
長月公民館前 発 10：14 13：24 17：24
緑新鮮市前 発 10：19 13：29 17：29
城辺営業所 着 10：25 13：35 17：35
1日6便（内回り3便、外回り3便）、料金1回上限200円、1周約35分
※運賃の支払いは、現金のみとなります。（回数券、定期券等は、御利用できません。）

■運行ルート

※緑新鮮市～御荘長月～御荘B&Gの区間は、フリー乗降となります。
※御荘MIC前バス停は、バス停整備に時間を要し、10月1日からの利用はできません。
　利用可能となりましたら、改めてご案内します。

総
務
課
か
ら
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今
年
度
は
、「
食
」が
育
て
る「
心
」

〜
命
は
つ
な
が
り
、
そ
し
て
輝
く
〜

を
テ
ー
マ
に
、
全
国
で
活
躍
す
る
内

田
産
婦
人
科
医
院 

助
産
師
の
内
田

美
智
子
氏
を
迎
え
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
僧
都
小
学
校
、
家
串

小
学
校
児
童
に
よ
る
「
愛
南
食
育
ソ

ン
グ
」
の
発
表
も
行
い
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

食
育
講
演

演
題
「
奇
跡
の
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
子

ど
も
た
ち
と
、
そ
れ
を
育
む
大
人
」

講
師　

内
田　

美み

ち

こ
智
子 

氏

　
　

  

（
内
田
産
婦
人
科
医
院 

助
産
師
）

日
時　

10
月
29
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー 

２
階 

　
　
　

大
研
修
室

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

愛
南
町
食
育
推
進
協
議
会

事
務
局（
う
み
ら
い
く
愛
南
）

 

℡
７
３
―

７
１
２
０

第
７
回
愛
南
町
食
育
推
進
大
会
を

開
催
し
ま
す

水
産
課
か
ら

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

町
民
課
か
ら

重度心身障害者医療費助成制度 ひとり親家庭医療費助成制度

内容 重度心身障害の方が医療機関で受診した場

合に医療費の一部を助成する制度です。

ひとり親家庭の方が医療機関で受診した場

合に医療費の一部を助成する制度です。

対象 ①身体障害者手帳1級・2級の交付を受けて

いる方

②療育手帳A判定の交付を受けている方

③身体障害者手帳3級～6級に該当し、療育

手帳B(医)判定の交付を受けている方

①ひとり親家庭の親及び20歳未満の子

②ひとり親家庭の20歳以上の子で大学等に

在学中の方

③準ひとり親家庭（祖母と孫、祖父と孫、姉

と弟妹、兄と弟妹）

①～③の対象のうち子どもの生計を維持し

ていること、親等に所得税が課税されてい

ないことが条件です。

申請に必要

なもの

健康保険証、印鑑、身体障害者手帳又は療

育手帳、マイナンバー確認書類

健康保険証、印鑑、転入の場合は前住所地の

所得課税証明書、子が20歳以上の場合は在

学証明書、戸籍謄本等（ひとり親であること

が確認できるもの）、マイナンバー確認書類

（前年度非該当の方で、年度が変わり扶養や

収入等の増減により所得税が非課税になっ

た場合は、新たに申請が必要です。）

病院にかか

るとき

医療機関窓口に健康保険証と重度心身障害

者医療費受給者証を提示してください。

医療機関窓口に健康保険証とひとり親家庭

医療費受給者証を提示してください。

愛媛県外の病院にかかるときは、一旦窓口で医療費を支払い、後日役場の担当窓口で償

還払いの申請をしてください。申請期限は診療の翌月から起算して6か月以内です。

届出が必要

なとき

・住所や氏名が変わったとき

・障害認定等級の変更があったとき

・更新手続きのとき など

・住所や氏名が変わったとき

・子どもが20歳に達したとき

・更新手続きのとき など

注意事項 他の公的医療制度（特定疾患、自立支援医療

など、国や県の制度）の資格をお持ちの場合

は、そちらが優先されますので、医療機関

窓口では、「健康保険証、重度心身障害者

医療費受給者証」のほか、ご自身がお持ち

の受給者証も必ず提示してください。

所得税は当分の間、年少扶養控除等廃止

前の規定を適用する経過措置を設けてい

ます。所得税の判定は控除廃止前の規定に

よって再計算するため、源泉徴収票等で課

税状態である方も該当する場合があります

ので、お気軽にご相談ください。

問合せ 　町民課 ℡７２ ―７３００



p16広報あいなん 2016.10

町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の

方
を
対
象
に
、
無
料
の
歯
科
口
腔
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
は
、
お
い
し
い
食
事
、

楽
し
い
会
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、全

身
の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
歯
科
口
腔
健
診
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
の
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

１　

病
院
又
は
診
療
所
に
６
か
月
以

上
継
続
し
て
入
院
し
て
い
る
方

２　

施
設
等
へ
入
所
・
入
居
し
て
い
る
方

健
診
項
目　

①
問
診
②
歯
の
状
態
③

口
腔
機
能
評
価
④
保
健
指
導     

申
込
方
法　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
に
電
話
等
で
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
、
受
診
票
、
質
問

紙
、
実
施
歯
科
医
院
一
覧
表
を
セ
ッ

ト
に
し
て
郵
送
し
ま
す
。

※
受
診
を
お
勧
め
す
る
方
に
は
、ク
ー

ポ
ン
券
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

受
診
期
限　

平
成
29
年
２
月
28
日
㈫

ま
で（
１
回
の
み
）※
今
年
度
、
歯
科

健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
対
象
外
で

す
。

受
診
方
法　

ク
ー
ポ
ン
券
等
が
届
い

た
ら
、
事
前
に
電
話
等
に
て
健
診
実

施
歯
科
医
院
に
ご
予
約
の
う
え
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
場
所　

後
期
高
齢
者
の
歯
科
健

診
を
実
施
す
る
歯
科
医
院

問
合
せ　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 

事
業
課
医
療
給
付
係 

℡
０
８
９
―

９
１
１
―

７
７
３
３

　無料で司法書士が相談
をお受けします。
　相談人数は５人までで
事前に予約が必要です。定
員に達した場合は受付を
終了します。
 １０月２０日㈭14時～16時
　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２
名が日常生活でかかえる
心配ごとの相談をお受け
します。
 １０月１２日㈬14時～16時
　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）まで
お問い合わせください。

  

税
務
課
等
か
ら

10
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

3期分/
4期分

国

民

健

康

保

険

税

5期分/
10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

4期分/
9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用

料
の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振

替
日
は
翌
月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

５
歳
児
健
診
歯
科
表
彰

　

町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診
査
で
、

む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児

健
診
で
は
26
名
の
受
診
者
の
中
で

16
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を

し
て
、き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

  

玉
川　

和な
ご

実み 

ち
ゃ
ん　

御
荘
平
城

  

柳
野
陽ひ

茉ま

里り 

ち
ゃ
ん　

御
荘
長
洲

  

眞
榮
田
陽ひ

菜な 

ち
ゃ
ん　

御
荘
平
城

  

尾
崎　

蓮れ
ん

斗と 

く
ん　

御
荘
平
山

中
尾　

萌ほ
の

華か 

ち
ゃ
ん　

御
荘
平
城

濵
田　

希き

子こ 

ち
ゃ
ん　

御
荘
平
城

船
田　

樹じ
ゅ

音ね 

ち
ゃ
ん　

御
荘
平
城  

藤
森　

一い
ち

樺か 

ち
ゃ
ん　

蓮
乗
寺

小
川　

蒼そ
う

天あ 

く
ん　

城
辺
甲

石
川　

里り

花か 

ち
ゃ
ん　

緑
丙

黒
田　

夏な
つ

羽は 

ち
ゃ
ん　

蓮
乗
寺

岡
野　

瑚こ

夏な
つ 

ち
ゃ
ん　

緑
乙

田
中　

孝こ
う

亮す
け 

く
ん　

広
見

太
田
心み

咲さ

姫き 

ち
ゃ
ん　

満
倉

松
平　

愛あ

生い 

ち
ゃ
ん　

広
見

太
田　

彩あ

希き 

ち
ゃ
ん　

久
家

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

保
健
福
祉
課
か
ら
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児
童
手
当
の
支
払
通
知
書
の
内
容
を
変
更
し
ま
す

　

児
童
手
当
の
支
払
通
知
書
を
、
こ

れ
ま
で
の
各
期
ご
と
の
支
払
通
知
か

ら
一
年
間（
10
月
定
期
支
払
の
際
に

来
年
の
２
月
、６
月
の
定
期
支
払
日
、

支
払
予
定
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

の
支
払
予
定
通
知
に
10
月
か
ら
変
更

し
ま
す
。
な
お
、
支
払
額
等
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
改
め
て
通
知
し

ま
す
。
通
知
書
は
来
年
６
月
の
支
払

い
が
終
わ
る
ま
で
大
事
に
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

農
山
村
の
未
来　

―
見
え
て
き
た
再
生
―

　

８
月
28
日
㈰
に
山
出
集
会
所
で
明
治
大
学
農

学
部
教
授
の
小お

田だ

切ぎ
り

徳と
く

美み

先
生
に
よ
る
「
農
山

村
の
未
来
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
田
切
先
生
は
中
山
間
地
域
等
の
再
生
を

第
一
線
で
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
当
日
は

50
名
を
超
え
る
地
域
の
方
が
参
加
さ
れ
、
先
生

の
話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

講
演
要
旨

　

山
地
の
多
い
日
本
で
は
、
中
山

間
地
域
が
国
土
面
積
の
約
７
割
を

占
め
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
農
業

は
全
国
の
耕
地
面
積
の
約
４
割
、

総
農
家
数
の
約
４
割
を
占
め
る
な

ど
、
我
が
国
農
業
の
中
で
重
要
な

位
置
付
け
と
な
っ
て
い
る
。
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
こ
の
よ
う
な

地
域
の
共
通
課
題
と
し
て
挙
が
っ

て
い
る
の
が
、
人
・
土
地
・
ム
ラ

の
空
洞
化
だ
。
そ
の
よ
う
な
地
域
に

お
い
て
全
国
各
地
で
再
生
の
動
き

が
み
ら
れ
る
。
き
っ
か
け
は
住
民

が
主
体
と
な
っ
た
内
発
的
な
も
の

が
多
く
、
地
域
再
生
の
カ
ギ
と
し

て
３
つ
の
要
素
が
あ
る
。

①
暮
ら
し
の
も
の
さ
し

　
（
主
体
づ
く
り
：
主
役
）

②
暮
ら
し
の
仕
組
み
づ
く
り

　
（
場
づ
く
り
：
舞
台
）

③
カ
ネ
と
そ
の
循
環
づ
く
り

　
（
条
件
づ
く
り
：
シ
ナ
リ
オ
）

　

再
生
の
方
向
と
し
て
、
２
つ
の
地

域
経
済
の
考
え
方
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。
１
つ
は
地
域
の
方
と
外
か
ら

来
ら
れ
る
方
と
の
「
交
流
産
業
型
経

済
」。
交
流
が
鏡
効
果
と
な
っ
て
、

地
域
の
方
に
と
っ
て
は
外
か
ら
の
意

見
が
地
域
資
源
の
再
発
見
に
繋
が

り
、
こ
れ
が
リ
ピ
ー
ト
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
産
業
と
し
て
成
立
す
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
２
つ
め
は
「
小

さ
な
経
済
」。
地
域
の
方
が
望
む
追

加
所
得
要
望
額
は
月
に
３
〜
５
万
円

と
意
外
に
小
さ
い
。
地
域
内
で
お
金

が
循
環
す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
小
さ
な
経
済
の
集
積

の
延
長
上
に
、
若
者
定
住
を
可
能
と

す
る
少
し
大
き
な
経
済
が
成
立
し
て

い
く
。
実
際
に
住
宅
を
建
築
し
小
学

校
を
守
る
地
域
運
営
組
織
を
設
立
し

た
広
島
県
三
次
市
の
青
河
自
治
振
興

会
や
、
地
域
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

り
、「
防
災
」「
買
い
物
」「
交
通
」

「
産
業
」「
交
流
」
の
５
分
野
に
重
点

を
置
き
、
15
自
治
会
を
範
囲
と
す
る

認
可
地
縁
団
体
を
作
っ
た
島
根
県
雲

南
市
の
波
多
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

で
は
好
循
環
が
起
き
て
い
る
。

　

島
根
県
や
鳥
取
県
な
ど
の
中
国
地

方
山
間
部
で
は
移
住
者
数
の
推
移
が

年
々
増
加
し
て
お
り
田
園
回
帰
の
動

き
が
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域

づ
く
り
が
人
を
呼
び
込
み
、
移
住
者

が
地
域
づ
く
り
を
刺
激
し
サ
ポ
ー
ト

す
る
、
こ
の
好
循
環
こ
そ
が
地
域
再

生
の
カ
ギ
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

愛
南
町
に
お
い
て
も
、
地
域
の
在
り

方
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

保
健
福
祉
課
か
ら

農
林
課
か
ら
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あいなん
　　掲示板

　

昨
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
県
立
南
宇
和

病
院
で
勤
務
し
、
そ
の
後
、
県
立
中
央
病

院
で
呼
吸
器
内
科
医
と
し
て
従
事
し
て
い

ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
３
か
月
と
い
う
短
い

期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
愛
南
町
の
皆
様

に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

10
月
に
赴
任
し
た
医
師
を
紹
介
し
ま
す

お知
らせ

蛍
湖
ま
つ
り
実
行
委
員
会
か
ら

第
21
回
蛍
湖
ま
つ
り
を
10
月
23
日
㈰
に
開
催
し
ま
す

お知
らせ

　

中
筋
川
ダ
ム
の
秋
と
言
え
ば
、

「
蛍
湖
ま
つ
り
」。
今
年
も
や
り
ま

す
！
地
元
婦
人
会
他
が
手
作
り
し
た

う
ま
い
も
の
を
味
わ
い
、
防
災
や

環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ

う
。
ミ
ニ
バ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
人
気
の
は
た
ら
く
車
も

や
っ
て
く
る
！
恒
例
の
ダ
ム
内
部
見

学
も
実
施
！
迫
力
満
点
の
洗
浄
放
水

（
時
間
限
定
）は
必
見
で
す
。

日
時　

10
月
23
日
㈰

　
　
　

10
時
〜
14
時（
小
雨
決
行
）

会
場　

中
筋
川
ダ
ム

　
　
　
（
宿
毛
市
平
田
町
黒
川
）

問
合
せ　

　

蛍
湖
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
中
筋
川
ダ
ム
）

　

℡
０
８
８
０
―

６
６
―

２
５
０
１

【
内
科　

佐さ

伯え
き　

和か
ず

彦ひ
こ

医
師
】

愛
媛
県
か
ら

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」を
開
催
し

ま
す

お知
らせ

開
催
期
間　

11
月
12
日
㈯
〜
25
日
㈮

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
一
つ
に
「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
」
が
あ
り
ま
す
。
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む
重

大
な
人
権
侵
害
で
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い

で
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
機
関

　

愛
媛
県
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

　

℡
０
８
９
―

９
２
７
―

３
４
９
０（
月
〜
金
）

　

愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

　

℡
０
８
９
―

９
２
６
―

１
６
４
４（
火
〜
日
）

　

愛
媛
県
警
察
本
部 

　

℡
０
８
９
―

９
３
１
―

９
１
１
０

　

愛
南
町
役
場
保
健
福
祉
課 

　

℡
７
２
―

１
２
１
２

　

10
月
31
日
㈪
は
、
労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）料
の
第
２
期

分
の
納
付
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
へ
は
、
10
月
21
日
頃

に
納
付
書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

　

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室 

　

℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
２

愛
媛
労
働
局
か
ら

10
月
31
日
は
労
働
保
険
の
納
付
期
限
で
す

お知
らせ
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毎
年
、
約
６
，０
０
０
人
の
方
が
、

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　
「
骨
髄
液
や
末
梢
血
幹
細
胞
の
提

供（
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
）」

と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
骨
髄
移

植
等
以
外
に
治
療
法
の
な
い
、
白
血

病
や
重
症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の

血
液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
ま

す
。

　

ま
だ
多
く
の
患
者
さ
ん
が
骨
髄
移

植
等
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う

た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の

ド
ナ
ー
登
録
を
お
願
い
し
ま
す（
ド

ナ
ー
登
録
は
、
約
２
㎖
の
採
血
で
済

み
ま
す
）。

　

な
お
、
愛
媛
県
で
は
「
骨
髄
バ
ン

ク
登
録
窓
口
」
を
次
の
と
お
り
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
、
18
歳
か
ら
54
歳

ま
で
の
健
康
な
方
の
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

愛
媛
県
か
ら

10
月
は「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」で
す

お知
らせ

　

今
年
開
催
さ
れ
て
い
る
〝
え
ひ
め

い
や
し
の
南
予
博
〞
の
自
主
企
画

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
旧
へ
ん
ろ
道

（
宿
毛
街
道
中
道
）を
歩
き
な
が
ら
復

元
整
備
の
補
充
作
業
を
し
て
い
た

だ
く
旧
へ
ん
ろ
道（
宿
毛
街
道
中
道
）

ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま

す
。
５
回
目
と
な
る
今
回
は
、
愛
南

町
御
荘
平
城
の
観
自
在
寺
か
ら
宇
和

島
市
津
島
町
上
槇
の
へ
ん
ろ
道
場
ま

で
約
16
㎞
の
秋
の
へ
ん
ろ
道
を
歩
き

な
が
ら
、
路
上
転
石
の
除
去
や
木
枝

の
切
除
等
の
作
業（
ワ
ー
キ
ン
グ
）を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
少
雨
決
行
）

日
時　

10
月
23
日
㈰ 

８
時
〜
16
時

申
込
み
締
切　

10
月
17
日

集
合
場
所　

観
自
在
寺（
愛
南
町
御

荘
平
城
２
２
７
０
番
地
）

参
加
費　

５
０
０
円（
学
生
無
料
）

問
合
せ　

旧
へ
ん
ろ
道（
宿
毛
海
道

中
道
）復
元
整
備
事
業
実
行
委
員
会 

事
務
局  

大
森
壽ひ
さ

人と 
℡
８
５
―

０
０
８
０ 

E
-m
ail:kfc0

0
7
0
6
@
n
ifty.co

m

「
四
国
へ
ん
ろ
道
文
化
」世
界
遺
産
化
の
会
か
ら

第
５
回
旧
へ
ん
ろ
道（
宿
毛
街
道
中
道
）ワ
ー
キ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す

お知
らせ

問
合
せ　

愛
媛
県
薬
務
衛
生
課  

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
９
１

　
　
　
　
（
公
財
）日
本
骨
髄
バ
ン
ク 

０
１
２
０
―

４
４
５
―

４
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  h
ttp://w

w
w
.jm
d
p.o
r.jp/

愛
媛
県
内
の
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
窓
口

施
設
名

開
設
日

問
合
せ
先

電
話
番
号

大
街
道

献
血
ル
ー
ム

毎
日

松
山
市
大
街
道

１
丁
目
４
―

１
７

０
８
９
―

９
３
２
―

０
９
０
０

西
条
保
健
所

月
曜
日

西
条
市
喜
多
川７

９
６
―

１

（
企
画
課
医
療
対
策
係
）

０
８
９
７
―

５
６
―

１
３
０
０

今
治
保
健
所

火
曜
日

今
治
市
旭
町
１
―

４
―

９

（
企
画
課
医
療
対
策
係
）

０
８
９
８
―

２
３
―

２
５
０
０

八
幡
浜
保
健
所

月
曜
日

八
幡
浜
市
北
浜１―

３
―

３
７

（
企
画
課
医
療
対
策
係
）

０
８
９
４
―

２
２
―

４
１
１
１

宇
和
島
保
健
所

火
曜
日

宇
和
島
市
天
神
町
７
―

１

（
企
画
課
医
療
対
策
係
）

０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛
媛
県
か
ら

社
会
生
活
基
本
調
査
に
つ
い
て

お知
らせ

　

本
調
査
は
、生
活
時
間
の
配
分
や
余

暇
活
動
に
お
け
る
主
な
活
動
の
状
況

な
ど
、国
民
の
社
会
生
活
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

指
定
す
る
調
査
区
内
に
居
住
す
る

世
帯
の
う
ち
か
ら
、
無
作
為
に
選

定
し
た
10
歳
以
上
の
世
帯
員
に
調
査

員
が
調
査
票
を
配
布
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
又
は
記
入
済
み

の
調
査
票
を
回
収
す
る
方
法
に
よ
り

行
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
た
方
は

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事

柄
は
、「
統
計
法
」
に
よ
り
、
厳
し

く
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
と
と
も
に
、

統
計
以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

　

愛
媛
県
企
画
振
興
部
政
策
企
画
局

　

統
計
課
人
口
統
計
係

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
２
６
６
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あいなん音故地新
あいなん物産探訪

「成長のチャンス。」－あいなん音故地新－
　自分以外の誰かというのは、自分のもっていないものを持っていて、触れると世界を広げて

くれる。自分とは違う考え方や物事の捉え方があって、それに触れると自分の視野が、グッ、

グッと広がる感じがする。やからあたしは人と接するのが好き。自分の行動や言動を振り返る

きっかけにもなる。

　人は誰だって自分の中にある考えや思いを中心に世界を見てる。扉を閉めてしまうとひとり

よがりになりがち。正しい!間違い！っていうんじゃなくて、他にもこんな考え方や捉え方が

あるんだよ、ってことを知ることって、自分を成長させてくれるし大きな財産になる。やか

ら、積極的に話すし、触れてみる。すべて鵜呑みにする必要もなくて、新たな刺激として自分

の中で化学反応が起きれば自分の視野も広くなる。

　そんな意味で本っていうのは面白い。あたしはエッセイや実話をもとにした作品をよく読む

んやけど、実際会うことの難しい人の考えに触れるとワクワクする。世界は広い。それだけ刺

激をもらえる。それだけ成長するチャンスがある。ってこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （テノヒラkiku）

　山出温泉から車で約 10分、針葉樹林の森を
進むと地元で「観音水」と呼ばれて親しまれて
いる湧き水がある。NPO法人「ハート in ハー
トなんぐん市場」はその湧き水を使って一昨年
からアマゴの養殖に取り組んでいる。元々 40
年以上アマゴ養殖をしていた地元の男性が高齢
のために引退、なんぐん市場が「養殖を絶やす
のは惜しい」と施設を借りて事業を引き継いだ。
　アマゴは「甘い（美味しいの意）魚」という意
味の呼び名が転じたともいわれる。その名のと
おり湧き水で養殖されたアマゴは臭みがなく食
べやすいのが特徴。なんぐん市場の田上さんに

よると湧き水の水温は年間を通してアマゴが餌
をよく食べる 14～ 15 度に保たれているので
アマゴの成長が早く、骨もやわらかいので丸ご
と食べられるという。
　6月から 10月にかけて出荷され、町内の飲
食店でも味わうことができる。田上さんは「海
の魚とはまた違った味わいがある。地元で食べ
てもらえるよう販売にも力を入れていきたい」
と意欲を見せている。

 あいなん物産探訪 その②
――――――――――――――――

「アマゴ」
NPO法人ハートin
ハートなんぐん市場 

田
たのうえ

上　純
じゅんいち

一さん
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子どもたちの笑顔と
　子育てサポートをご紹介します。

●長崎保育所
運動会　　みんなで力を合わせて頑張ります !

●あいなん幼稚園　ゆり組
運動会の練習を一生懸命頑張っています！

子どもたちの笑顔と子育てサポートをご紹介します。

10月の子育てサポートご案内
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　　月曜日 12:00～17:00
　　火・木曜日 8:00～13:00
●園庭・保育室開放
　　水・金曜日 8:00～17:00
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:00～17:00
　　土曜日 8:00～12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 ☎72-4328

6日㈭：親子遠足

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　　月・水・金曜日 8:30～13:30
●園庭等開放
　　火・木曜日 8:30～13:30
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:30～17:15

問合せ

御荘保育所内 ☎72-0598

3日㈪・7日㈮は御荘夢創造館で行います。
21日㈮の育児講座は「ミニミニ運動会」
を御荘保育所遊戯室で行います。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　　日～金曜日 10:00～16:00

問合せ

プラザじょうへん内 ☎73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

14日㈮：出張『わんぱく』
 　　　親子遠足&ミニ運動会 （※要予約）
26日㈬：『ベビ-マッサージ交流』
 10：30～11：30
　　　対象：乳児親子&妊婦（※要予約）  
11月1日㈫：『おはなし会』 10：30～

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て（電話）相談

問合せ

生涯学習課内 ☎73-1111

13日㈭、27日㈭：13：00～15：00
その他の曜日は電話でお問い合わせ
ください。



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。

SAT

　

6

13

20

27

1

8

15

22

29

　

7

14

21

28

THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平碆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※11月の引取日は、2日、9日、
16日、30日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

西本病院
御荘平城 TEL73-2121

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

福浦診療所
福浦 TEL83-0510

福岡内科外科医院
一本松 TEL84-3600
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新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（11月の収集は8日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（11月の収集は22日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（11月の収集は28日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（11月の収集は14日）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　9：30～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

乳児栄養相談「もぐもぐ教室」
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

3歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H25年7月1日～8月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　9：30～11：00、13：00～14：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　12：30～14：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

11月の主な行事予定
 3日（木）
 5日（土）
 6日（日）

 9日（水）
10日（木）
12日（土）
　〃
13日（日）
　〃

9：00～17：00
9：00～17：00

13：00～15：00
9：00～16：00
10：00～11：00
9：00～17：00
10：00～15：00
9：00～16：00

町内秋まつり
西海地域文化発表会（展示の部）
西海地域文化発表会（展示の部、発表の部）
※発表の部は9：30～13：00
行政相談
消費生活相談員相談日
御荘防火パレード
愛南町文化祭
愛育フィッシュ 我が家のオリジナル鍋選手権
愛南町文化祭

愛南町内各地区
西海体育館
西海体育館

城の辺学習館ほか
本庁2階
愛南警察署前～夢創造館
御荘文化センター・城の辺学習館
南レクロッジ前駐車場
御荘文化センター・城の辺学習館

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

愛南サッカーフェスティバル
2016 レディースの部
●南レク城辺球技場
   10：00～15：30

第50回 南宇和郡中学校
新人総合体育大会
●南レク城辺球場ほか
　8：30～16：00

第7回 愛南町食育推進大会
●御荘文化センター
　13：30～15：30

生涯学習講座
●御荘文化センター
　13：30～15：00

第52回全国社会人サッカー選手権大会
愛顔つなぐえひめ国体サッカー競技
リハーサル大会
●あけぼのグラウンド
   10：00～15：00

あいなん磯釣大会2016
●内海・西海地域
　5：50～
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）粉川ファミリークリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福岡内科外科医院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（11月の収集は10日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（11月の収集は16日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（11月の収集は24日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（11月の収集は1日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（11月の収集は4日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（11月の収集は18日）

犬犬犬新聞・雑誌ダンボール等収集

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

1歳6か月児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H27年1月1日～2月28日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘菊川農村研修センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●城辺保健福祉センター
　9：30～11：00、13：00～14：30

２０１６年
平成２８年１０月暮らしカレンダー

若者しごと相談会
●本庁2階  13：00～15：30

平成28年度 
愛南町体力・運動能力調査
●御荘B&G海洋センター
　18：30～20：30

愛南まるゴチ秋の味覚祭&
愛南まるゴチリレーマラソン
●レクザム愛南工場敷地内
   9：00～15：00

特設行政相談
●城の辺学習館
  13：00～15：00

内海地域文化発表会
●内海中学校
　

第12回 スポーツフェスタIN愛南兼 
第12回 愛南町スポーツ少年大会
ソフトボール競技
●南レク城辺球場ほか
   8：30～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2016 キッズの部
●南レク城辺球技場
   9：00～12：30

第52回全国社会人サッカー選手権大会
愛顔つなぐえひめ国体サッカー競技
リハーサル大会
●あけぼのグラウンド
   11：00～14：00

第36回 南宇和郡小学校
陸上競技大会
●南レク城辺多目的広場
　8：30～15：00
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スポーツ少年大会 相撲競技
8/20

　御荘 B&G海洋センター相撲場で「第 12 回

愛南町スポーツ少年大会 相撲競技」が行われ、

総勢 32 名の小学生力士が参加して個人戦、団

体戦で熱戦を繰り広げました。

【大会結果は次のとおり（団体戦の優勝、準優勝

のみ掲載）】

高学年の部　優　勝　平城スポーツ少年団A

　　　　　　準優勝　家串スポーツ少年団

低学年の部　優　勝　平城スポーツ少年団

　　　　　　準優勝　城辺相撲クラブA

個人戦入賞者（優勝、準優勝）の皆さん

四国を制覇し全国大会へ
8/28

　8月 28日㈰、松山総合運動公園で「第 64回

四国四県対抗相撲選手権大会」が開催され、 個

人戦 4年生の部で福原丈
じょう

一
いち

朗
ろう

くん（平城小）が

見事優勝を果たしました。この結果、12 月 4

日㈰に東京両国国技館で開催される「全日本小

学生相撲優勝大会」への出場が決定しました。

マリンスポーツで活躍 !
8/1

　8月 1日、松山市中島のアミアゲビーチで「第

37 回 B&Gスポーツ大会愛媛県大会マリンス

ポーツ部門大会」が開催され、県内の小中学生

がローボートやシングルカヌー等で記録を競い

ました。本町からもB&G御荘海洋クラブに所

属する中学生 4名、小学生 8名が出場し、多く

の好成績を収めました。

　また、8月 10日～ 11日に今治市大三島で開

催された「B&G四国ブロックマリンスポーツ

交流大会」には、本町から小学生 5名が出場し

ました。シングルカヌー女子の部で牧野穂
ほ

夏
なつ

さ

ん（城辺小 6年）が優勝し、本多亜
あ

呂
ろ

羽
は

さん（城

辺小 6年）が準優勝となりました。
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愛媛MPが城辺球場で公式戦
8/31

　南レク城辺球場で、四国アイランドリーグplus の公式戦「愛媛マンダリンパイレー

ツVS高知ファイティングドッグス」が行われ、約 200名が野球観戦を行いました。

　試合前セレモニーでは、B&G愛南キッズダンスチームが「えがお体操」を披露、続

いて南宇和レッドファイターズ、東海スポーツ少年団、緑スポーツ少年団、愛南平城

ソフトボールのみなさんが選手と共に登場して球場を盛り上げました。

　試合はマンダリンパイレーツが 5 ― 2 で勝利。前日までの連敗を止めて首位浮上の

きっかけをつかむ一戦になりました。

県大会出場を懸け熱戦
8/25

　南レク城辺公園球技場で「愛媛スポーツ・レクリエーション祭 2016」の愛南町予選会を兼ね

た愛南町グラウンド・ゴルフ協会会員大会が行われ、愛媛県大会の出場権を懸けて熱戦が繰り広

げられました。県大会の出場権を得た成績上位 25名のプレーヤーは、11月 19日㈯に開催され

る「愛媛スポレク祭 2016」に愛南町代表として出場します。

【愛媛スポレク祭 2016に出場するプレーヤーは次のとおり（敬称略）】

愛南A

上村 秀
よし

典
のり

大本 正
しょう

三
ぞう

武久 茂
しげ

子
こ

宮本 　勲
いさお

山下 辰
たつ

三
ぞう

愛南B

尾﨑 貞
さだ

男
お

岡𠩤 　清
きよし

田中 健
けん

策
さく

山口 英
ひで

子
こ

幸田 一
かず

馬
ま

愛南C

溝口 豊
とよ

子
こ

酒井 千
ち

草
ぐさ

本多 政
まさ

年
とし

秋場 千
ち

歳
とせ

越智田 敏
とし

彦
ひこ

愛南D

増田 澄
すみ

雄
お

西平 信
のぶ

行
ゆき

市川 清
きよ

重
しげ

川﨑 金
きん

太
た

郎
ろう

浅野 和
かず

義
よし

愛南E

幸田 悌
てい

次
じ

山岡 一
いっ

兵
ぺい

中川 信
のぶ

安
やす

大戸 ツヤ子
こ

川﨑 よう子
こ
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「
こ
い
!
」
小
気
味
よ
い
声
と
共

に
、
コ
ー
チ
が
打
ち
出
す
ボ
ー
ル
を

鋭
い
軌
道
で
打
ち
返
し
て
い
く
子
ど

も
た
ち
。
篠
山
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
週
2
回
、
篠

山
小
学
校
に
通
う
児
童
を
中
心
に
町

内
外
か
ら
集
ま
っ
た
36
名
の
子
ど

も
た
ち
が
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

本
格
的
な
活
動
を
開
始
し
て
か
ら

5
年
。
毎
年
の
よ
う
に
四
国
大
会
や

全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
を
輩
出

し
、
8
月
に
行
わ
れ
た
四
国
小
学
生

学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
愛
媛
県

予
選
で
も
2
組
が
優
勝
、
1
組
が
準

優
勝
す
る
な
ど
同
ク
ラ
ブ
の
快
進
撃

が
続
い
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
全
国
大
会

　
　 

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
楽
し
め
た

　

5
月
の
愛
媛
県
予
選
で
準
優
勝

し
、
7
月
に
山
形
県
天
童
市
で
開
催

さ
れ
た
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
西
田

美み

織お
り

さ
ん
（
12
歳
）
と
西
村
留る

莉り

さ

ん
（
12
歳
）。
西
田
さ
ん
は
小
学
3

年
、
西
村
さ
ん
は
小
学
2
年
か
ら
同

ク
ラ
ブ
で
テ
ニ
ス
を
始
め
、
5
年

生
だ
っ
た
昨
年
か
ら
ペ
ア
を
組
ん
で

い
ま
す
。
2
人
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
全
国
の
舞
台
で
し
た
が
「
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
す
ご
か
っ
た
け
ど
、
楽
し

め
た
」と
笑
顔
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

今
は
10
月
に
今
治
市
で
行
わ
れ
る
四

国
大
会
で
ラ
イ
バ
ル
を
倒
し
て
優
勝

す
る
こ
と
を
目
標
に
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

指
導
す
る
毛
利
洋よ

う

一い
ち

監
督
は
「
テ

ニ
ス
が
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
上
達
の
近

道
。
4
人
の
コ
ー
チ
と
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
好
き
で
続
け
ら
れ
る
雰
囲

気
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
れ

が
い
い
結
果
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思

第14回ミズノ・ケンコーカップ
四国小学生学年別ソフトテニス大会
愛媛県予選

写真左から
　6年生女子の部
　　優　勝　西村留

る

莉
り

さん、西田美
み

織
おり

さん
　4年生男子の部
　　優　勝　植松奏

かな

多
た

くん、山口朔
さ

空
く

くん
　3年生以下男女の部
　　準優勝　岡原未

み

空
く

さん、蕨
わらび

岡
おか

杏
あん

俐
り

さん

愛
は
南
か
ら 

―

好
き
な
気
持
ち
が
上
達
の
近
道

篠
山
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

降雨のため体育館での練習。
サーブの指導をする毛利監督

う
」
と
分
析
。「
保
護
者
と
一
緒
に

挨
拶
や
返
事
を
し
っ
か
り
指
導
す
る

こ
と
で
、
チ
ー
ム
に
家
族
の
よ
う
な

連
帯
感
が
出
て
き
て
い
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

篠山ジュニアソフトテニスクラブ。36名の子どもたちと監督、4人のコーチが毎週2回汗を流している



p27 広報あいなん 2016.10

　神
無
月

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

愛
南
文
芸

城
辺
川
柳
会

「
選
ぶ
」

選
挙
権
意
中
の
人
の
名
前
書
く

拡

運
動
会
選
手
力
走
汗
握
る

冨
士
子

選
ば
れ
て
世
界
遺
産
の
富
士
の
山

玉
子

善
し
悪
し
は
ど
う
あ
れ
選
ぶ
の
は
私

百
代

だ
れ
か
ら
も
叩
か
れ
ス
イ
カ
選
ば
れ
る

一
会

バ
ー
ゲ
ン
を
選
り
分
け
女
楽
し
そ
う

暁

選
ば
れ
た
い
人
は
落
選
皮
肉
で
す

律
子

生
き
る
道
選
ん
だ
道
を
か
み
し
め
る

佐
賀

城
辺
俳
句
会

立
秋
や
机
上
の
ペ
ー
ジ
め
く
る
風

加
納

幸
子

繊
細
な
レ
ー
ス
編
む
花
か
ら
す
う
り

烏
瓜

大
浜

紀
子

炎え
ん

昼ち
ゅ
うや
写
メ
ー
ル
孫
の
遊
び
種ぐ
さ

山
田

静
恵

寝
こ
ろ
ん
で
窓
の
一
角
雲
の
峰

宮
田
志
賀
子

手
の
平
に
水
さ
ら
さ
ら
と
秋あ
き
は
づ
き

初
月

北
原

桃
代

姫ひ
め

野の

ぼ
た
ん
土
佐
は
気
骨
の
太
き
国

大
和
田
い
そ
子

新
く
さ
の
葉
短
歌
会

旧ふ
る

き
歌か

誌し

繙
ひ
も
と
き
て
亡
き
友
を
偲
ぶ
パ
ン
を
焼
く
歌
姑は
は

看
取
る
歌

前
田

充

せ
ま
き
庭
の
そ
こ
こ
こ
あ
そ
こ
に
花
咲
い
て
小
さ
な
花
む
ら
小
さ
な
花
よ

長
田
ハ
ル
子

亡
き
姑は
は

の
踊
る
姿
の
し
な
の
よ
さ
甦
り
き
ぬ
盆
の
夜よ

く
れ
ば

宮
下
喜
久
子

事
故
も
な
く
稲
刈
り
了お

え
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
小
さ
な
け
ん
か
も
思
え
ば
楽
し

西
﨑

文
恵

そ
の
母
の
背
を
抜
き
父
に
迫
り
た
る
孫
の
ア
タ
ッ
ク
見
事
に
決
ま
る

河
上

明
美

う
つ
く
し
く
赤
く
な
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８月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

８月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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世帯数 （－11世帯）

●愛南町の高齢化率　39.2％

10,575   
22,679  人　口 （ー24人）

世帯

人

男 （ー9人）10,666  
12,013女 （－15人）

人

人

● 10 年前 同月の人口　27,466 人

～ヒオウギパープルの巻～

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地TEL（0895）72-1211 FAX（0895）72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編集後記
　物産探訪でご紹介したアマゴはサケの仲間
で、実は一生を川や湖で過ごすものがアマゴ、
海に下っていくものはサツキマスという名前
で呼ばれるそうです。そのサツキマスの試験
養殖が昨年から始まっています。産学官が連
携して、目指すは、ふ化から出荷まで町内の
事業者が担う「純愛南産」。
　先日、3者共同でサツキマスになる個体の
選別作業が行われました。関わる人の笑顔が
印象的。現場は新しいことへ挑戦する高揚感
で満たされていました。

愛南町の世帯数と人口 平成 28 年 9 月 1日現在

※（ ）内は前月比

Minamiuwa
青春！食育！

high school
～ハロウィン弁当編～
南宇和高校
2年：池田 楓

ふう

華
か

さん、山本 　南
みなみ

さん

南
宇
和
高
校
美
術
部
に
よ
る
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
な
ー
し
く
ん
の
４
コ
マ
漫
画
を
掲
載
し
ま
す
。

　黄色やオレンジ、紫などの色鮮やかな貝殻
が特徴のヒオウギ貝。地元の方にはなじみ深
いものかもしれませんが、知らない方からは
「貝に色を付けているのですか?」と聞かれる
ことがあります。色が多様なのでそう思われ
ても不思議ではありません。
　今回取材したシーボーンアート愛南教室で
は、その貝殻を用いた作品づくりを行ってい
ます。作品に灯りを点すと、ヒオウギ貝が普
段とは違った輝きを放ちます。これからも素
敵な作品が作られることを期待しています。

制作：南宇和高校美術部　土居 みさきさん

YW

※（ ）内は前月比

～魚
ぎょ

書
しょ

句
く

句会～
　魚には旬があり、俳句の中では季語となります。第3回「うみらいく海遊
学」は、愛南町の特産品の魚介を題材に俳句を創り、句会を開催します！
皆さん俳句で「食欲」ではなく、「文化」の秋を楽しみましょう！
日　　時：10月30日㈰　9：30～12：00　　　　内　　容：句会
募集人員：10人（先着順。定員になり次第締め切ります。）
場　　所：うみらいく愛南（旧西浦小学校：内泊25番地1）
参 加 料：無料　　　　テ ー マ：「鯛」
事前提出物：申込み後、テーマから3句作成し、10月24日㈪までにうみら

いく愛南に提出してください。（提出方法は自由です。）愛南
町をイメージした作品を期待しています！

申し込み：うみらいく愛南　TEL 73-7120

うみらいく海遊学！

【感想】
・はじめてのキャラ弁作りでしたが、みんなから
かわいいと言ってもらえて嬉しかったです。

・二人で協力しながら作ること
ができたので良かったです。

【難しかったこと・工夫したこと】
・チーズやハム、のりをいろいろな形に切ってカ
ラフルにしました。

・見た目を楽しく見えるように作りました。

・材料を細かく切ったりするのが大変でした。

左から池田さん、
山本さん

それいけ

愛南ぎょレ
ンジャー
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